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委員会報告

補
正
予
算
の
主
な
事
業

〇�

物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
・
食
料

品
価
格
等
の
高
騰
に
よ
り
、
依
然
厳
し

い
経
済
環
境
に
直
面
す
る
事
業
者
や
市

民
の
生
活
を
支
援
し
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
市
民
１
人
あ
た
り

５
千
円
の
地
域
通
貨
「
ア
イ
カ
」
を
配

布
し
ま
す
。

〇�

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
給
付
金（
追
加
）給
付
事
業

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
増
に
よ
り
、
家
計
へ
の
影

響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
）に
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

〇
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

今
津
中
学
校
長
寿
命
化
工
事（
Ⅲ
期
）

を
実
施
し
ま
す
。

〇
下
水
道
事
業

上
水
道
導
水
管
破
損
事
故
事
案
に
係

る
請
負
代
金
等
請
求
事
件
の
和
解
に
伴

い
必
要
な
費
用
を
計
上
し
ま
す
。

採
決
の
結
果

付
託
さ
れ
た
14
議
案
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決

定
し
ま
し
た
。

本会議での討論

議
第
111
号　

令
和
５
年
度

高
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）案

反
　
対

森
脇　
　
徹 

議
員

住
民
基
本
台
帳
や
戸
籍
に
ふ
り

が
な
を
付
け
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

基
本
情
報
に
加
え
る
シ
ス
テ
ム
改

修
の
予
算
が
含
ま
れ
る
。来
年
度
、

全
市
民
に
確
認
し
届
出
が
な
い
場

合
は
職
権
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
命
名
権
、
人
格
権
の
侵
害

で
あ
り
、
抜
本
的
な
安
全
対
策
、

人
権
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

賛
　
成

山
下　
　
巧 

議
員

補
正
の
主
な
内
容
に
は
、
今
津

中
学
校
の
長
寿
命
改
良
事
業
の

他
、
物
価
高
騰
に
伴
う
学
校
給
食

材
料
費
の
追
加
な
ど
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
の
経
費
や
子
ど
も
医

療
費
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
す
る

事
業
に
つ
い
て
必
要
な
予
算
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

予 算
常任委員会

委員長 廣部 真造

本会議での討論
議
第
120
号　

令
和
５
年
度

高
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）案

賛
　
成

森
脇　
　
徹 

議
員

上
水
道
導
水
管
破
損
事
故
に
係

る
請
負
代
金
等
請
求
事
件
に
つ
い

て
、
互
い
に
譲
歩
し
、
和
解
協
議

に
基
づ
く
支
出
で
あ
り
、
賛
意

を
表
す
る
。
予
算
執
行
に
あ
た
っ

て
は
、
今
一
度
、
指
導
監
督
責

任
を
検
証
し
、
今
後
よ
り
精
度

の
高
い
発
注
と
な
る
よ
う
切
に

願
う
。
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委員会報告

高
島
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て
、

機
能
移
転
に
よ
る
資
料
館
施
設
の
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
本
年
度
末
を
も
っ

て
廃
止
す
る
も
の
。

朽
木
資
料
館
に
つ
い
て
、
機
能
移
転

に
よ
る
資
料
館
施
設
の
集
約
化
を
進
め

る
た
め
、
本
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
す

る
も
の
。

採
決
の
結
果

い
ず
れ
も
「
賛
成
多
数
」
で
「
可
決

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
付
託
さ
れ
た
11
議
案
に
つ

い
て
も
、「
賛
成
全
員
」
に
よ
り
「
可

決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

健
康
保
険
証
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
一
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
対
応
す
る

た
め
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
等
の

事
務
処
理
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
等

の
各
医
療
保
険
の
給
付
関
係
情
報
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
多
数
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
付
託
さ
れ
た
10
議
案
に
つ

い
て
も
、「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決

定
し
ま
し
た
。

総 務
常任委員会

委員長 河越 安実治

議
第
95
号
　
高
島
市
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

本会議での討論
議
第
98
号　

高
島
市
高
島

歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
案

反
　
対

福
井　
節
子 

議
員

中
江
藤
樹
記
念
館
を
改
修
し
、

文
化
財
の
拠
点
と
し
て
機
能
集
約

さ
せ
、
一
部
は
総
門
に
展
示
さ
れ

る
が
、
ど
の
程
度
の
展
示
と
な
る

の
か
疑
問
が
残
り
、
現
資
料
館
は

鴨
稲
荷
山
古
墳
に
近
在
す
る
こ
と

に
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、
各
地
域

の
歴
史
的
建
造
物
や
資
料
な
ど
に

つ
い
て
説
明
や
案
内
が
で
き
る
人

材
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
。

賛
　
成中

川　
あ
ゆ
こ 

議
員

現
施
設
で
は
、
貴
重
な
文
化
財

資
料
を
引
き
続
き
保
存
す
る
た
め

の
良
好
な
条
件
を
維
持
で
き
ず
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
未
対
応
の
た
め

改
修
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
専
門

的
知
見
も
踏
ま
え
、
定
期
的
な
企

画
展
示
な
ど
も
行
い
市
の
歴
史
文

化
を
発
信
す
る
拠
点
と
す
る
も
の

で
、
文
化
財
の
適
切
な
保
存
、
活

用
の
た
め
賛
同
す
る
。

議
第
98
号
　
高
島
市
高
島
歴
史

民
俗
資
料
館
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
案

議
第
99
号
　
高
島
市
郷
土
文
化
保
存 

伝
習
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

文教福祉
常任委員会

委員長 磯部 亜希

本会議での討論
議
第
95
号　

高
島
市
個
人

番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

反
　
対

森
脇　
　
徹 

議
員

全
国
で
健
康
保
険
証
の
資
格
情

報
と
個
人
番
号
が
紐
づ
け
さ
れ

な
い
事
例
が
多
数
あ
る
中
、
今

後
、
誤
登
録
が
起
き
な
い
保
証
は

な
い
。
市
民
の
基
本
情
報
漏
え
い

や
個
人
番
号
の
紐
づ
け
誤
り
の

可
能
性
を
含
ん
だ
状
態
で
の
個
人

番
号
の
市
独
自
利
用
は
認
め
ら
れ

な
い
。

賛
　
成

藤
田　
　
昭 

議
員

情
報
連
携
を
行
う
個
人
番
号

の
市
独
自
利
用
事
務
は
、
個
人

情
報
保
護
委
員
会
の
承
認
が
必
要

で
、
当
然
、
取
得
し
た
個
人
情
報

を
他
の
事
務
に
利
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
健
康
保
険
証
写
し
の

添
付
が
省
略
で
き
る
こ
と
で
、
市

民
の
利
便
性
向
上
や
迅
速
で
適
正

な
福
祉
医
療
費
の
助
成
が
期
待
さ

れ
る
。
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委員会報告

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
が
令
和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
、
国
や
県
の
道
路
占
用
料
が
改
定
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
の
基
準
に
準
じ

た
道
路
占
用
料
の
改
定
を
行
う
も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
全
員
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
付
託
さ
れ
た
議
決
案
件
３

件
の
議
案
に
つ
い
て
も
、「
賛
成
全
員
」

に
よ
り
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定

し
ま
し
た
。

令
和
５
年
12
月
14
日（
木
）に
高
島
市

新
ご
み
処
理
施
設
特
別
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
令
和
５
年
度
第
３
回

高
島
市
ご
み
処
理
施
設
建
設
検
討
委
員

会
で
報
告
さ
れ
る
周
辺
地
域
へ
の
説
明

会
等
の
状
況
の
他
、
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
に
係
る
施
設
配
置
計
画
や
搬
入
計

画
、
施
設
整
備
基
本
計
画
（
素
案
）
等

の
審
議
内
容
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説

明
を
受
け
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

高島市新ごみ
処理施設建設
特別委員会

委員長 早川 浩德

産業建設
常任委員会

委員長 福井 節子

議
第
１０６
号
　
高
島
市
道
路
占
用

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
関
し

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

本会議での討論
議
第
99
号　

高
島
市
郷
土

文
化
保
存
伝
習
施
設
の
設
置

お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

反
　
対

福
井　
節
子 

議
員

朽
木
資
料
館
を
廃
止
し
、
中
江

藤
樹
記
念
館
を
高
島
市
の
文
化
財

の
拠
点
と
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

市
の
文
化
財
の
拠
点
と
な
り
得
る

の
か
疑
問
が
残
る
。
茅
葺
の
家
や

井
戸
・
石
垣
・
堀
な
ど
、
朽
木
の

貴
重
な
文
化
財
や
由
緒
あ
る
歴
史

的
建
造
物
と
資
料
館
と
の
一
体
活

用
を
一
旦
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

賛
　
成

澤
本　
長
俊 

議
員

文
化
財
の
魅
力
を
伝
え
る
手
段

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
積
極
的
な
情
報

発
信
な
ど
、
現
地
で
の
施
設
保
存

や
見
学
だ
け
で
は
な
い
。
新
施
設

は
内
部
の
大
幅
な
改
修
を
行
い
、

市
全
体
の
歴
史
文
化
と
中
江
藤
樹

先
生
関
係
資
料
を
展
示
替
え
や
映

像
資
料
の
活
用
等
で
効
率
よ
く
紹

介
し
、
展
示
内
容
の
充
実
な
ど
が

期
待
で
き
る
。

本会議での討論
議
第
105
号　
高
島
市
立
保
育
園

お
よ
び
小
規
模
保
育
園
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

反
　
対

福
井　
節
子 

議
員

乳
幼
児
保
育
に
特
化
し
た
保
育

園
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、

将
来
的
に
は
廃
園
の
予
定
が
示
さ

れ
て
い
る
。
公
立
園
と
し
て
の
役

割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
、
少
子

化
が
進
む
高
島
市
に
お
い
て
、
子

育
て
環
境
を
充
実
し
、
希
望
す
る

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
の
高
島
で
あ
る
た
め
の
取
り

組
み
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
　
成

早
川　
康
生 

議
員

小
規
模
保
育
園
移
行
に
伴
う

転
園
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
意
向
を
確
認
し
、
入
所
調
整

を
図
る
な
ど
、
保
護
者
の
不
安
に

寄
り
添
い
丁
寧
に
対
応
さ
れ
て
い

る
。
保
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
子

育
て
し
や
す
い
高
島
市
の
実
現
に

向
け
た
積
極
的
な
施
策
と
し
て
評

価
で
き
る
。
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高校生の皆さんと意見交換を行いました高校生の皆さんと意見交換を行いました
高島市議会議会報告会

テーマ
参加者

「高島市の未来（10年後、20年後）について思いを語ろう」
高校生37人、市議会議員18人

議会報告会の結果については、市議会ホームページで公開していますので、
是非ご覧ください。

高島市議会では、市民の皆さんにとって身近で開かれた議会づくりを推進するために、市民
の皆さんのご意見を直接、聴かせていただく場を設けています。

今年度は、高校生を対象とした議会報告会を初めて開催し、令和 5年 10月 13日（金）に県
立高島高等学校普通科 2年生文理探究クラスの皆さんと、意見交換を行いました。

当日は 6つのグループに分かれ、「どうすれば高島市がより良くなるのか」、「未来の高島市の
ために自分たちにどのようなことができるのか」といった「高島市の未来」について高校生の皆
さんの素直なお気持ちやご意見を聴かせていただきました。現状や課題を認識した上で、自然
環境や観光、移住・定住、インフラ整備などについて、高島市の将来像を思い描きながら、様々
なご意見を述べていただき、活発な意見交換となりました。

高校生の皆さんが持っておられる率直な思いに触れ、生の声を聴かせていただくことができ、
限られた時間ではありましたが、大変有意義な時間を過ごすことができました。また、若者の政
治離れが叫ばれる中、政治や市議会活動に関心を持っていただけるきっかけとなったのではな
いかと考えています。

これからの日本の将来を担っていただく若い世代の皆さんのお考えやご意見を参考に、今後
の市議会活動に真摯に取り組んでまいります。

市民の皆さんに市議会の活動に対する理解を深めていただけるよう、市民の皆さんにとって
「開かれた議会」へと今後も歩み続けていきたいと考えています。

最後になりましたが、議会報告会の開催にあたり、ご尽力とご協力をいただきました県立高島
高等学校の教職員と生徒の皆様方に心より感謝申し上げます。

議会広報広聴委員会 委員長　山下　巧
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政策部危機管理局から「災害時における警戒
体制や現場の現状把握・情報共有」について説
明を受け、意見交換を行いました。

災害が大型化・激甚化する中で、実効性のあ
る防災対策や災害対応となるよう、課題や反省
点をしっかりと検証し、職員の災害対応能力を
向上させ、防災体制の整備・見直しを随時行う
ことが重要だと感じました。

有事の際に迅速・的確な災害対応が行われ、
市民が安心して生活できる基盤を構築できるよ
う働きかけていきたいと考えます。

茨城県つくば市において、「つくばスーパー
サイエンスシティ構想」についての行政視察調
査を行いました。

つくば市では、大学・研究機関、民間企業、
住民が参画・連携し、住民の困りごとに対して
大胆な規制緩和や、先端的な技術・サービスを
実装しながら課題解決を目指し、インターネッ
ト投票など最先端のサービスをまちの中で実証
実験する取り組みが進められています。

最先端サービスには、「移動・物流」、「行政」、
「医療」、「防災・インフラ・防犯」、「デジタル
ツイン・まちづくり」および「オープンハブ」
の６つの分野があります。まちの中心部と周辺
部を結ぶモビリティネットワークや荷物搬送ロ
ボット、ドローン等による買い物の利便性向上
などの取り組みについて説明を受けました。

最先端サービスの実証実験を通して、課題や
改善点の発見、裏付けとなる客観的事実を収集

されている途上にあり、今後、国と調整しなが
ら法の改正や制度改革が必要となってくるもの
もあります。今すぐの実用化は難しいと思われ
ますが、山間地域を広く含む高島市では、ド
ローン等による買い物の利便性向上や移動スー
パーの高度化、インターネット投票などの取り
組みが住民の利便性向上につながる可能性が大
きく、今後の動向を注目し、市の施策に活かし
ていけるよう、引き続き、調査・研究していき
たいと考えます。

11/
13・14 総務常任委員会 行政視察報告総務常任委員会 行政視察報告

その他の視察先：�株式会社プラゴ（東京都品川区） 
「EV社会を見据えた、グリーンロードプロジェクトの取り組みや自治体（埼
玉県長瀞町・長野県小布施町・長野県軽井沢町）との連携等について」

各常任委員会視察報告

10/16 総務常任委員会 行政視察報告総務常任委員会 行政視察報告
管 内 行 政 視 察

管 外 行 政 視 察
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文教福祉常任委員会 行政視察報告文教福祉常任委員会 行政視察報告

各常任委員会視察報告

その他の視察先：�福井県（公益財団法人）福井市観光協会 
「北陸新幹線敦賀延伸に伴う取り組みについて」

11/
15・16 産業建設常任委員会 行政視察報告産業建設常任委員会 行政視察報告

埼玉県川越市において、「伝統的建造物群保
存地区保存計画の取り組み」についての行政視
察調査を行いました。

川越市では、景観的、文化的に重要な伝統的
建造物を良好な状態で維持し、将来の次世代に
継承し、保存活用していくための支援制度の創
設など、様々な取り組みをされていました。

活用されない建物が増えていく中、市民主導
で始まった保存活用の動きを行政がバックアッ
プする形で、伝統的建造物群保存地区保存計画
が策定されました。これまでの間、町並みや景
観を保全していくための区域を指定した条例を
制定し、一定の規制をしながら改修補助や指導
などにより保存活用が進められ、賑わいを取り
戻されていました。

当市においても、重要文化的景観をはじめ 

文化財に指定される建造物が点在しており、そ
の景観や町並みの保全活用が課題となっていま
す。市民とともに保全活用に向けた取り組みを
広げることで、歴史的建造物や町並みの保全お
よび活用に貢献できるものと考えられます。 

管 外 行 政 視 察

「タブレット端末を活用した教育活動」につ
いて、調査を行いました。

視察先の湖西中学校では、タブレット端末を
活用した授業において、視覚的な資料が活用で
きることで生徒の理解度を高める、生徒間での
意見共有・意見交換が容易になる、プレゼンテー
ションなどの資料づくりが容易になり生徒たち
の意見発表がしやすくなるなどの様子を見るこ
とができました。

その後、市役所で行ったタブレット（ロイロ
ノート）学習模擬体験では、子どもたちがすぐ
に操作に慣れることができる直感的操作を体感
しました。

今後もタブレットのさらなる有効活用などに

より、教育活動の充実が図られるよう調査研究
してまいります。

管 内 行 政 視 察

10/18
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問
更
新
の
研
修
の
半
額
補
助
を
全

額
に
で
き
な
い
の
か
。

答
健
康
福
祉
部
長

ま
ず
は
介
護
支
援
専
門
員
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
な
た

め
、
そ
の
方
に
は
全
額
の
補
助
を
、

現
に
働
い
て
い
る
方
に
は
半
額
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

問
介
護
人
材
確
保
の
た
め
の
意
識

調
査
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
健
康
福
祉
部
長

市
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
対
象
に
毎
年
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
個
々
の
介
護
職
に
は

実
施
し
て
な
い
た
め
、
そ
の
必
要

性
を
含
め
介
護
人
材
確
保
対
策
協

議
会
で
検
討
し
ま
す
。

問
地
域
I
C
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

含
む
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
の

推
進
、
多
職
種
連
携
の
強
化
に
つ

い
て
伺
う
。

答
健
康
福
祉
部
長

I
C
T
を
活
用
し
た
「
び
わ
湖

あ
さ
が
お
ネ
ッ
ト
」が
稼
働
し
て
お

り
、
研
修
会
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

関
係
者
間
で
の
情
報
共
有
を
支

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
医

療
と
介
護
の
連
携
強
化
に
よ
り
、

今
後
も
多
職
種
が
顔
の
見
え
る

関
係
の
中
で
、
個
別
支
援
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
問
介
護
に
関
わ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
に
つ
い
て
伺
う
。

答
健
康
福
祉
部
長

要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
や
負
担
割
合
証

の
再
交
付
申
請
は
7
件
の
実
績
が

あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
は
介

護
支
援
専
門
員
が
代
行
で
き
る
も

の
も
あ
る
た
め
、
介
護
支
援
専
門

員
連
絡
協
議
会
で
の
周
知
に
努
め

ま
す
。

問
住
民
主
体
に
よ
る
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
B
の
担
い
手
に
つ
い
て
伺
う
。

答
健
康
福
祉
部
長

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
B
は
、
介
護

人
材
の
確
保
が
厳
し
く
な
る
中
、

専
門
職
の
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が

り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

に
も
役
立
つ
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
、
担
い
手
の

養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
事
業
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
方

法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
健
康
福
祉
部
長

各
地
域
で
の
実
施
も
必
要
で
、

住
民
自
治
協
議
会
や
他
の
地
域
団

体
等
で
も
事
業
の
実
施
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
外
国
人
が
動
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
健
康
福
祉
部
長

市
内
外
国
人
介
護
職
の
増
加
を

踏
ま
え
、
外
国
人
同
士
の
交
流
活

動
の
必
要
性
を
介
護
人
材
確
保
対

策
協
議
会
で
研
究
し
ま
す
。

地地
域域
I
C
T
I
C
T
ネネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
む

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
む

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進
、

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進
、

多
職
種
連
携
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う

多
職
種
連
携
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う

問
I
C
T
を
活
用
し
た「
び
わ
湖
あ
さ
が
お
ネ
ッ
ト
」

が
稼
働
し
て
お
り
、
研
修
会
の
実
施
な
ど
に

よ
り
関
係
者
間
で
の
情
報
共
有
を
支
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す

答

これからを見据えた
介護に関わる

取り組みについて

磯部　亜希 議員
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問
新
た
な
観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設

定
と
宣
伝
手
段
に
つ
い
て
伺
う
。

答
商
工
観
光
部
長

本
市
の
認
知
度
向
上
を
図
る
う

え
で
重
要
な
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
作

製
し
て
お
り
、
視
覚
に
訴
え
る
映
像

や
心
に
残
る
フ
レ
ー
ズ
な
ど
、
本
市

の
観
光
イ
メ
ー
ジ
を
前
面
に
打
ち
出

し
、
行
政
や
観
光
事
業
者
が
一
体

と
な
っ
て
統
一
性
の
あ
る
効
果
的
な

情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

金
沢
市
を
訪
れ
た
観
光
客
の
属
性

か
ら
60
代
女
性
の
方
を
中
心
と
し
、

視
覚
的
・
心
理
的
に
高
島
市
を
印
象

付
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

宣
伝
手
段
に
つ
い
て
は
、
金
沢
駅

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

活
用
し
た
宣
伝
や
令
和
6
年
3
月

に
S
N
S
に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
の
広

告
を
東
京
都
・
埼
玉
県
の
首
都
圏
と

北
陸
3
県
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
媒
体
か
ら
び
わ
湖

高
島
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
と

誘
導
し
、
詳
細
な
観
光
案
内
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
近
隣
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て
の

計
画
・
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
商
工
観
光
部
長

敦
賀
市
や
若
狭
湾
観
光
連
盟
、

北
び
わ
湖
広
域
観
光
協
議
会
と
の

広
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新

た
な
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
も
研
究
や
情
報
交
換
を
密

に
し
て
相
互
理
解
を
よ
り
一
層
深

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
受
け
入
れ
態
勢
の
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

答
商
工
観
光
部
長

二
次
交
通
を
は
じ
め
と
し
た
万

全
な
態
勢
整
備
に
は
時
間
を
要
し

ま
す
が
、
ま
ず
は
早
期
に
で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
並
行
し
て

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

一
歩
ず
つ
進
め
ま
す
。

問
新
幹
線
の
延
伸
に
加
え
て
敦
賀

と
高
島
を
結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
構
想
が
あ

る
が
、
道
路
交
通
網
の
更
な
る
改

善
を
促
進
す
る
動
き
は
予
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
市
長

広
域
的
な
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
敦
賀
、
美
浜
と
も
に
同
様
の

ト
ン
ネ
ル
整
備
構
想
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
期
成
同
盟
会
が

あ
り
ま
す
が
、
現
実
問
題
と
し
て

課
題
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
福
井
県
側
で
の
調
整
を
見

守
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
高

島
の
様
々
な
地
域
振
興
に
繋
が
る

と
い
う
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
こ
と

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
調
整

連
携
を
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

新
た
な
観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

新
た
な
観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
ど
う
す
る
の
か

を
ど
う
す
る
の
か

問
首
都
圏
、
北
陸
3
県
の
60
代
女
性
を
中
心
と

し
ま
す

答

北陸新幹線敦賀駅
開業を契機としての

観光振興への取り組み
と課題解決について

廣部　真造 議員

金沢駅デジタルサイネージ
（引用：Re-urbanization-再都市化-ホームページ）

北陸新幹線敦賀駅
（引用：公益社団法人 福井県観光連盟ホームページ）
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「
高
島
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
「
オ
リ
ー
ブ
産
地
化
促
進
事
業
」

の
経
過
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

伺
う
。

問
オ
リ
ー
ブ
産
地
化
促
進
事
業
の

植
栽
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答
農
林
水
産
部
長

新
た
に
植
え
ら
れ
た
オ
リ
ー
ブ

の
本
数
は
、
令
和
2
年
度
か
ら

4
年
度
ま
で
の
3
年
間
の
実
績
が

1
3
1
9
本
で
あ
り
、
本
年
度
予

定
し
て
い
る
2
7
0
本
を
加
え
る

と
、
1
5
8
9
本
と
な
り
、
さ
ら

に
オ
リ
ー
ブ
生
産
者
の
会
が
独
自

に
植
え
ら
れ
た
2
7
8
本
を
加
え

る
と
、
合
計
で
1
8
6
7
本
に
な

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
植
え
ら
れ

た
苗
木
に
つ
い
て
は
概
ね
順
調
に

生
育
し
て
い
ま
す
。

問
オ
リ
ー
ブ
が
作
付
け
さ
れ
て
い

る
地
域
は
ど
こ
か
。

答
農
林
水
産
部
長

朽
木
地
域
以
外
の
す
べ
て
の
地

域
で
栽
培
さ
れ
、
特
に
今
津
町
の

深
清
水
地
域
、
高
島
の
武
曽
地
域

で
多
く
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
オ
リ
ー
ブ
生
産
者
の
会
の
活
動

に
つ
い
て
伺
う
。

答
農
林
水
産
部
長

令
和
3
年
3
月
15
日
に
組
織

さ
れ
、
現
在
は
市
内
で
オ
リ
ー
ブ

を
生
産
さ
れ
て
い
る
15
の
事
業
者

が
、
栽
培
者
の
交
流
お
よ
び
栽

培
技
術
の
向
上
を
目
的
に
活
動
さ

れ
て
お
り
、
各
生
産
者
の
栽
培
ほ

場
で
の
生
育
状
況
な
ど
の
情
報
共

有
を
図
る
他
、
市
内
の
ほ
場
で
の

技
術
研
修
や
県
外
栽
培
先
進
地
へ

の
視
察
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

問
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
の
か
。

答
農
林
水
産
部
長

オ
リ
ー
ブ
生
産
者
の
会
発
足

と
同
日
に
組
織
さ
れ
た
「
高
島
市

オ
リ
ー
ブ
産
地
化
推
進
協
議
会
」

に
お
い
て
、
商
品
化
や
販
路
開
拓

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
オ
リ
ー
ブ
生

産
者
の
会
、
J
A
レ
ー
ク
滋
賀
、

滋
賀
県
高
島
農
業
農
村
振
興
事
務

所
農
産
普
及
課
、
高
島
地
域
農
業

セ
ン
タ
ー
、
高
島
市
商
工
会
、
び

わ
湖
高
島
観
光
協
会
、マ
キ
ノ
ピ
ッ

ク
ラ
ン
ド
、
株
式
会
社
ホ
リ
ゾ
ン

お
よ
び
市
農
林
水
産
部
の
9
者

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ー
ブ

の
振
興
を
図
り
、
今
後
の
加
工
商

品
開
発
・
販
路
の
確
保
等
に
向
け

て
活
動
を
本
格
化
し
て
い
く
予
定

で
す
。

オ
リ
ー
ブ
の
苗
木
の
植
栽
実
績
を

オ
リ
ー
ブ
の
苗
木
の
植
栽
実
績
を

伺
う
伺
う

問
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
で
約

1
8
0
0
本
の
苗
木
が
植
栽
さ
れ
る
予
定
で
す

答

高島産オリーブの
特産品化・6次産業化

支援について

早川　康生 議員

⃝

所
有
者
不
明
土
地
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

オリーブの木
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問
市
内
小
中
学
校
の
問
題
行
動
・

不
登
校
に
関
す
る
件
数
の
推
移
は

ど
う
か
。

答
教
育
指
導
部
長

本
市
の
暴
力
行
為
の
件
数
お
よ

び
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
全
国

的
な
推
移
と
同
様
に
、
平
成
30
年

度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で
は
全
体

的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
在
籍
率

も
全
国
的
な
推
移
と
同
様
の
増
加

傾
向
に
あ
り
、
令
和
4
年
度
の
在

籍
率
は
、
全
国
や
県
と
同
程
度
の

小
学
校
で
約
2
％
、
中
学
校
で
約

6
％
で
す
。

問
多
様
な
居
場
所
を
確
保
す
る
た

め
の
場
所
・
人
材
不
足
の
懸
念
に

つ
い
て
伺
う
。

答
教
育
指
導
部
長

現
在
、
不
登
校
児
童
生
徒
の

在
籍
率
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
今
後
も
継
続
的
な
相

談
、
指
導
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
今
後

開
設
さ
れ
る
「※

第
三
の
居
場
所
」

等
を
含
め
、
多
様
な
居
場
所
づ
く

り
の
た
め
関
係
機
関
と
の
連
携
に

努
め
ま
す
。

※
第
三
の
居
場
所

様
々
な
体
験
活
動
や
交
流
な
ど

を
通
し
て
生
活
や
学
習
習
慣
な
ど
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
、
自
宅

や
学
校
以
外
に
存
在
す
る
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所

問
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
に

つ
い
て
伺
う
。

答
教
育
指
導
部
長

不
登
校
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
応
じ
て
、
学
級
以
外
の

他
の
教
室
を
使
っ
て
の
サ
ポ
ー
ト

や
I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
支

援
、教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
等
の
民
間
施
設
と
の
連

携
な
ど
、
効
果
的
な
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で

相
談
・
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童

生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
学
校
で
は
、

施
設
の
職
員
と
の
連
絡
や
直
接

見
学
を
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、

児
童
生
徒
の
活
動
内
容
や
状
況
を

把
握
す
る
な
ど
社
会
的
自
立
を
目

指
し
た
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

の
研
修
内
容
を
共
有
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
対
応
や
対
策
を
さ
れ

た
の
か
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

の
取
り
組
み
の
周
知
方
法
に
つ
い

て
は
、
他
の
自
治
体
で
は
議
事
録

を
公
開
し
て
い
る
事
例
も
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
周
知

の
方
法
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
か
、

協
議
会
に
お
い
て
課
題
を
整
理
し
、

さ
ら
に
調
査
研
究
を
重
ね
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
の
問
題
行
動
・

市
内
小
中
学
校
の
問
題
行
動
・

不
登
校
に
関
す
る
件
数
の
推
移

不
登
校
に
関
す
る
件
数
の
推
移

は
ど
う
か

は
ど
う
か

問
暴
力
行
為
お
よ
び
い
じ
め
の
認
知
件
数
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
在
籍
率
は
全
国
的
な

推
移
と
同
様
に
増
加
傾
向
で
す

答

令和4年度児童生徒の問題行動・ 
不登校等生徒指導上の諸課題に
関する調査結果から見える高島市

の教育のあり方について

山下　巧 議員
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市
民
の
豊
か
さ
に
繋
が
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
で
市
民
が
喜
ぶ
、

未
来
に
繋
が
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
置
事
業
が
こ
れ
か
ら
益
々
、

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
令
和
3
年
度
に
先
進
モ
デ
ル

施
設
と
し
て
選
定
さ
れ
た
旧
今
津

西
小
学
校
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
事
業
で
は
、
地
域
振
興

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
実
施
し

よ
う
と
さ
れ
て
い
る
か
。

答
農
林
水
産
部
長

太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
代
の

削
減
を
契
機
と
し
た
生
産
能
力

の
増
強
、
そ
れ
に
伴
う
雇
用
者
の

増
加
や
、
栽
培
さ
れ
た
キ
ノ
コ
料

理
を
振
る
舞
う
交
流
会
や
施
設
見

学
会
の
定
期
的
な
開
催
に
よ
る
地

域
交
流
の
促
進
な
ど
、
産
業
振
興

と
地
域
交
流
の
双
方
に
貢
献
で
き

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
公
共
施
設
の
屋
根
へ
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
設
置
計
画
は
あ
る
の

か
。

答
環
境
部
長

公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
市

と
し
て
の
率
先
実
行
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
一
方
で
、
設
置
コ
ス
ト
や

維
持
管
理
経
費
も
踏
ま
え
、
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
公
共
施
設
へ
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
整
備
す
る
際
、
経
済

産
業
省
以
外
の
省
庁
の
補
助
金
活

用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
環
境
部
長

費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
整
備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、
有
利
な
財
源
を
活
用
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
公
共
施
設
に
お
い
て
、
省
エ
ネ

に
資
す
る
機
器
類
の
診
断
や
古
い

機
器
の
チ
ェ
ッ
ク
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

答
環
境
部
長

毎
年
電
気
使
用
量
な
ど
の
環
境

負
荷
に
か
か
る
複
数
の
項
目
を
記

録
・
調
査
し
、
経
年
比
較
や
チ
ェッ

ク
が
行
え
る
よ
う
体
制
を
取
っ
て

お
り
、
今
後
、
施
設
改
修
や
機
器

更
新
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
あ

た
り
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
木
製
サ
ッ
シ
の
熱
伝
導
率
が
ア

ル
ミ
よ
り
1
2
0
0
倍
も
熱
を
通

し
に
く
く
、
高
い
断
熱
性
が
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
公
共
施
設
に
お

い
て
木
製
サ
ッ
シ
の
導
入
を
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
環
境
部
長

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

検
討
し
て
い
る
段
階
に
あ
り
、
社

会
実
装
に
繋
げ
て
い
く
段
階
に
お

い
て
、
公
共
施
設
の
高
断
熱
や
市

民
生
活
に
お
け
る
省
エ
ネ
の
推
進

な
ど
、
広
く
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

再生可能エネルギーと
省エネルギー政策について

板持　文子 議員

公
共
施
設
の
屋
根
へ
の
太
陽
光

公
共
施
設
の
屋
根
へ
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
設
置
計
画
は
あ
る
の
か

パ
ネ
ル
の
設
置
計
画
は
あ
る
の
か

問
設
置
コ
ス
ト
や
維
持
管
理
経
費
も
踏
ま
え
て�

検
討
し
ま
す

答
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出
生
数
の
半
減
等
に
よ
り
影
響
を

受
け
て
い
る
施
設
の
運
営
者
に
寄
り

添
っ
た
市
の
支
援
策
の
拡
充
等
に
つ
い

て
問
う
。

問
民
間
園
で
の
産
休
明
け
途
中
入

園
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
保

育
士
空
白
月
の
人
件
費
助
成
を
市

独
自
で
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

0
歳
児
の
途
中
入
園
児
を
受
け

入
れ
た
場
合
、
人
件
費
に
対
す
る

補
助
金
が
な
く
、
園
運
営
費
の
中

で
雇
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、途
中
入
園
児
に
合
わ
せ
た

年
度
途
中
の
保
育
士
確
保
は
難

し
く
、
早
い
時
期
か
ら
の
雇
用
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
園
運

営
に
影
響
し
て
い
る
と
把
握
し
て

お
り
、
今
後
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

問
障
が
い
児
保
育
事
業
に
対
す
る

県
市
補
助
金
2
1
0
万
円
の
補
助

制
度
が
あ
る
が
、
15
年
前
か
ら
変

動
が
な
い
。
市
独
自
に
上
乗
せ
加

算
が
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

障
が
い
児
保
育
事
業
の
補
助
金

上
限
額
で
は
、
実
際
の
人
件
費
と

の
差
が
大
き
く
、
民
間
園
の
運
営

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
を
市
と
し

て
も
把
握
し
て
お
り
、
喫
緊
の
課

題
と
し
て
対
応
を
考
え
ま
す
。

問
市
立
子
ど
も
園
、
保
育
所
の
保

育
士
配
置
の
現
状
と
民
間
園
の
保

育
士
配
置
の
実
態
を
把
握
で
き
て

い
る
の
か
伺
う
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

公
立
園
で
は
、
例
え
ば
、
0
歳

児
の
場
合
、
国
の
配
置
基
準
が

児
童
3
人
に
対
し
て
保
育
士
1
人

で
あ
る
と
こ
ろ
、
0
歳
児
2
人
に

対
し
て
1
人
の
保
育
士
を
配
置
す

る
な
ど
、
国
の
配
置
基
準
よ
り
も

手
厚
い
基
準
で
配
置
し
て
い
ま
す
。

民
間
園
で
も
児
童
数
が
多
い
学
年

は
2
ク
ラ
ス
に
す
る
等
の
工
夫
を

さ
れ
、
国
基
準
よ
り
丁
寧
な
環
境

で
の
保
育
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
入
園
児
の
減
少
が
続
き
、
厳
し

い
経
営
と
な
っ
て
い
る
民
間
園
に

対
し
て
、
市
単
独
で
交
付
支
援
が

で
き
な
い
の
か
伺
う
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

各
民
間
園
に
は
、
国
の
算
定

す
る
公
定
価
格
に
基
づ
く
給
付

を
行
っ
て
ま
す
が
、
今
後
入
園
児

童
数
の
減
少
も
見
込
ま
れ
、
こ
の

給
付
金
の
減
少
に
よ
り
園
運
営
の

圧
迫
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

必
要
に
応
じ
て
対
策
を
検
討
し

ま
す
。

障
が
い
児
保
育
事
業
に
対
す
る
県
市

障
が
い
児
保
育
事
業
に
対
す
る
県
市

補
助
金
は

補
助
金
は
1515
年
間
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、

年
間
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、

市
独
自
に
加
算
で
き
な
い
か

市
独
自
に
加
算
で
き
な
い
か

問
喫
緊
の
課
題
と
し
て
対
応
を
考
え
ま
す

答

⃝
�

い
ち
ご
農
園
補
助
金
問
題
は
ど
う

解
決
さ
れ
る
の
か

⃝�

オ
ス
プ
レ
イ
の
全
面
運
用
停
止
を

そ
の
他
の
質
問

未来につながる保育・幼児教育
を推進するため、運営者に

寄りそう子育て市政を

森脇　徹 議員
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問
高
齢
化
に
伴
う
後
継
者
不
足
に

つ
い
て
の
解
決
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答
農
林
水
産
部
長

新
規
就
農
対
策
と
し
て
は
、
滋

賀
県
高
島
農
業
農
村
振
興
事
務
所

と
連
携
し
、
新
規
就
農
を
希
望
さ

れ
る
方
の
相
談
を
お
受
け
し
、
就

農
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事

業
の
経
営
開
始
資
金
や
機
械
導
入

等
の
初
期
投
資
に
対
す
る
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
伴
い
、
市
町

村
に
地
域
計
画
の
作
成
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

地
域
の
農
地
が
持
続
性
を
も
っ
て

最
大
限
利
用
さ
れ
、
ま
た
担
い
手

に
と
っ
て
効
率
的
な
営
農
が
で
き

る
よ
う
関
係
機
関
や
団
体
、
土
地

所
有
者
、
担
い
手
が
連
携
し
て
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
お

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
検
討
を
行
い
、

計
画
的
な
新
規
就
農
者
や
若
手

農
業
者
の
参
入
を
目
指
す
も
の
で

す
。引

き
続
き
、
市
内
で
頑
張
る
若

手
農
業
者
を
応
援
し
、
担
い
手
等

の
活
動
を
発
信
・
周
知
す
る
こ
と

で
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
営
ん

で
い
た
だ
け
る
方
が
増
え
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

問
農
業
の
人
手
不
足
解
消
方
法
と

し
て
公
務
員
の
副
業
を
農
業
に
限

り
可
能
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
長

例
え
ば
、農
業
が
家
業
の
場
合
、

あ
る
い
は
家
業
で
な
い
自
給
目
的

の
小
規
模
農
業
の
場
合
は
、
従
事

で
き
る
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

人
事
院
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
公
務

員
の
副
業
に
つ
い
て
は
、
働
き
方

改
革
の
流
れ
の
中
で
、
副
業
を
認

め
る
方
向
で
推
移
し
て
お
り
、
例

え
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
者
と
し
て
一
定
の
報
酬

を
得
る
場
合
は
、
全
国
の
自
治
体

の
一
部
で
は
副
業
を
認
め
て
い
る

ケ
ー
ス
を
承
知
し
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
や
公
共
団
体
の
職
員

の
働
き
方
改
革
の
中
で
議
論
さ
れ

る
べ
き
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

問
耕
作
放
棄
地
や
空
家
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
農
業
学
校
の
生
徒

な
ど
に
対
し
、
市
が
積
極
的
に
就

農
の
働
き
か
け
を
行
え
な
い
の
か
。

答
農
林
水
産
部
長

農
業
の
人
手
不
足
の
解
消
に
向

け
て
は
、
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
も

考
え
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

持続可能な高島市の
農業をめざして

河越　安実治 議員

農
業
の
人
手
不
足
解
消
の
た
め
、

農
業
の
人
手
不
足
解
消
の
た
め
、

公
務
員
の
副
業
を
可
能
と
し
て

公
務
員
の
副
業
を
可
能
と
し
て

は
ど
う
か

は
ど
う
か

問
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
働
き
方
改
革
の
中
で
の

議
論
を
踏
ま
え
、
今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
て

い
ま
す

答
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議
会
報
告
会
で
県
立
高
島
高
等
学

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
「
高
島
市

内
で
は
魅
力
的
な
働
く
場
所
が
少
な

い
」
と
い
っ
た
意
見
や
高
島
市
の
産

業
、
企
業
誘
致
な
ど
の
問
い
か
け
が

あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
質
問
す
る
。

問
大
手
企
業
の
誘
致
に
か
か
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
商
工
観
光
部
長

高
島
市
企
業
誘
致
条
例
を
制
定

し
て
、
新
た
な
設
備
投
資
や
雇
用

に
対
す
る
助
成
金
を
交
付
す
る
な

ど
の
支
援
制
度
を
整
備
し
、
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
企
業
が
移
転
す
る
た
め
に
相
応

し
い
土
地
の
把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

答
商
工
観
光
部
長

当
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
企

業
立
地
ガ
イ
ド
」
と
い
っ
た
特
設

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
立
地
に
関
す

る
各
種
支
援
制
度
は
も
ち
ろ
ん
、

市
内
の
企
業
用
地
の
ご
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。な
お
、「
工
場
適
地
」

と
し
て
経
済
産
業
省
の
認
定
を
受

け
て
い
る
用
地
に
つ
い
て
は
、
県
や

国
と
も
情
報
を
共
有
し
、
各
機
関

の
用
地
情
報
サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
高
島
市
の
特
徴
や
強
み
、
誘
致

し
た
い
業
種
に
つ
い
て
伺
う
。

答
商
工
観
光
部
長

近
年
、
誘
致
に
至
っ
た
企
業
に

食
品
製
造
業
や
観
光
サ
ー
ビ
ス
業

が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
然
環

境
や
文
化
と
い
っ
た
資
源
は
本
市

の
強
み
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
え
ば
、
情
報
通
信
産
業

や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
に
お
い

て
は
、
社
員
の
創
造
的
な
活
動
等

を
促
す
上
で
、
本
市
の
環
境
が
強

み
に
な
り
、
今
後
可
能
性
の
あ
る

業
種
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
い

ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
企
業
誘
致

条
例
等
の
規
定
に
基
づ
き
広
く
対

象
業
種
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
企
業
誘
致
を
考
え
て
国
の
交
付

金
事
業
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

答
政
策
部
長

本
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信

し
な
が
ら
、
関
係
人
口
や
企
業
と

の
関
わ
り
を
開
拓
し
、
企
業
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
国

の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
に
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
等
の
整
備
に
係
る
制
度
も
あ
り
、

企
業
と
の
連
携
促
進
に
こ
う
し
た

交
付
金
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も

本
市
で
の
企
業
誘
致
の
一
つ
の
あ

り
方
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
を
考
え
て
国
の
交
付

企
業
誘
致
を
考
え
て
国
の
交
付

金
事
業
を
活
用
し
て
は
ど
う
か

金
事
業
を
活
用
し
て
は
ど
う
か

問
国
の
方
針
や
支
援
制
度
な
ど
も
踏
ま
え
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す

答

⃝
�

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費

助
成
促
進
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

地方都市の
活性化に向けて

藍原　章 議員
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問
市
の
計
画
で
は
、
令
和
6
年
度

ま
で
の
5
年
間
で
市
内
の
3
校
を

対
象
と
し
て
予
防
的
な
改
修
や
長

寿
命
化
改
修
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
老
朽
化
に
伴
っ
て

改
修
の
必
要
が
生
じ
て
い
る
小
中

学
校
は
他
に
も
あ
る
。
現
計
画
の

見
直
し
や
、
令
和
7
年
度
以
降
の

計
画
内
容
を
工
夫
す
る
な
ど
に
よ

り
、
で
き
る
だ
け
早
く
改
修
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
教
育
指
導
部
長

安
全
安
心
で
快
適
な
環
境
の
中

で
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
各
学
校
施
設
の
状
況
を

把
握
し
た
上
で
、
緊
急
性
や
優
先

度
な
ど
を
比
較
し
、
財
政
負
担
の

平
準
化
を
図
り
な
が
ら
次
期
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

安
全
確
保
の
た
め
緊
急
性
の
高
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
改

修
や
補
修
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
乾
式
化
お

よ
び
ト
イ
レ
の
十
分
な
個
数
の
確

保
を
特
に
急
い
で
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
教
育
指
導
部
長

大
規
模
な
改
修
を
行
う
予
定
の

校
舎
を
除
き
、
改
修
工
事
は
一
定

終
了
し
て
い
ま
す
。
長
寿
命
化
次

期
5
か
年
計
画
で
は
、
水
道
設
備
、

電
気
設
備
等
も
含
め
た
学
校
施
設

の
状
況
等
を
考
慮
し
、
大
規
模
な

改
修
工
事
に
併
せ
て
乾
式
化
等
の

ト
イ
レ
の
改
修
工
事
を
行
う
予
定

で
す
。

問
内
装
の
木
質
化
は
、
や
わ
ら
か

で
温
か
み
の
あ
る
感
触
、
高
い
吸

湿
性
な
ど
の
優
れ
た
性
質
か
ら
、

教
育
環
境
づ
く
り
に
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
、
高
島
市
内
産
木
材

の
使
用
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ

の
貢
献
や
地
域
の
産
業
の
活
性
化

な
ど
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
考
え
る
。
内
装
の
木
質

化
を
進
め
、
可
能
な
限
り
高
島
市

内
産
木
材
を
使
用
し
て
「
エ
コ
ス

ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
」
の
認
定
を
受

け
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
指
導
部
長

環
境
に
配
慮
し
た
改
修
を
進
め

る
こ
と
で
、
学
校
生
活
の
中
で
子

ど
も
た
ち
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
学
習
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
滋
賀

県
で
推
進
さ
れ
て
い
る
「
び
わ
湖

材
利
用
促
進
事
業
」
の
活
用
や
改

修
工
事
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
と
併
せ
て
、
総
合
的

に
研
究
し
ま
す
。

⃝
�

高
島
市
の
魅
力
を
活
か
し
た
関
係

人
口
づ
く
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

快適な学習環境を
実現する学校施設の

改修について

今城　克啓 議員

ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
乾
式
化
お
よ
び
十
分

ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
乾
式
化
お
よ
び
十
分

な
個
数
の
確
保
を
特
に
急
い
で
進
め
る

な
個
数
の
確
保
を
特
に
急
い
で
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か

問
大
規
模
な
改
修
工
事
に
併
せ
て
乾
式
化
等
の�

ト
イ
レ
の
改
修
工
事
を
行
う
予
定
で
す

答

市内産木材を使用した体育館

16高島市議会だより 2024. 第92号

一 般 質 問



農
地
法
第
３
条
を
根
拠
と
し
た

「
契
約
の
解
除
」
と
い
う
条
項
付
き

の
賃
貸
契
約
で
の
新
旭
町
藁
園
地
先

の
イ
チ
ゴ
農
園
事
業
計
画
は
、
予
定

ど
お
り
の
開
業
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
12
月
現
在
、
工
事
実
施
者
と
構
造

物
所
有
者
は
補
助
事
業
者
な
の
か
。

答
農
林
水
産
部
長

補
助
金
の
申
請
取
り
下
げ
後
、

事
業
継
続
の
意
思
は
確
認
し
て
い

ま
す
が
、
９
月
11
日
に
補
助
事
業

者
を
相
手
に
補
助
金
返
還
請
求
事

件
の
訴
状
を
提
出
し
て
お
り
、
直

接
連
絡
を
取
る
こ
と
は
控
え
て
い

る
た
め
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
農
業
委
員
会
は
、
補
助
事
業
者
に
対

し
て
農
地
保
全
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

指
導
を
行
い
、
農
地
所
有
者
に
ど
の
よ

う
な
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
の
か
。

答
農
業
委
員
会
事
務
局
長

補
助
事
業
者
が
、
土
地
所
有
者

か
ら
農
地
を
20
年
間
借
り
受
け
、

イ
チ
ゴ
栽
培
を
行
う
と
申
請
さ

れ
、
基
準
を
満
た
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
農
業
委
員
会
で
許
可
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
現
状
を
踏
ま
え
、

10
月
に
補
助
事
業
者
へ
適
正
管
理

の
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

問
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
９
月
11
日

ま
で
の
工
事
の
状
況
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答
農
林
水
産
部
長

現
場
の
状
況
と
い
っ
た
内
容
等

に
つ
い
て
は
随
時
把
握
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
８
月
の
終
わ
り
に
は

施
工
者
は
補
助
事
業
者
で
あ
る
と

確
認
し
て
い
ま
す
。

問
補
助
事
業
取
消
し
後
も
工
事
は

動
い
て
い
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
。

答
農
林
水
産
部
長

そ
の
時
点
で
は
「
継
続
し
た
い
」

と
確
認
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在

は
係
争
中
で
あ
り
、
全
力
を
挙
げ

て
補
助
金
の
返
還
を
求
め
ま
す
。

問
土
地
所
有
者
の
相
談
窓
口
が
市

に
も
必
要
と
思
う
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
受
け
る
の
か
。

答
副
市
長

債
権
の
回
収
と
同
時
に
、
地
元

の
方
に
寄
り
添
い
、
ご
相
談
に
は

誠
実
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
工
事
さ
れ
た
囲
い
の
中
に
、
何

か
を
持
ち
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
心
配
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、

今
後
も
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
チ
ェッ
ク
を
継
続
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答
副
市
長

市
が
関
わ
っ
て
で
き
る
部
分
、

で
き
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

心
は
市
民
の
皆
さ
ん
、
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
市
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

1212
月
現
在
、
工
事
実
施
者
と
構
造

月
現
在
、
工
事
実
施
者
と
構
造

物
所
有
者
は
補
助
事
業
者
な
の
か

物
所
有
者
は
補
助
事
業
者
な
の
か

問
訴
状
を
提
出
し
て
お
り
、
連
絡
は
と
っ
て
お
ら
ず

確
認
し
て
お
り
ま
せ
ん

答

⃝

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向
け
て

の
地
域
振
興
費
に
更
に
２
億
円

⃝
歴
史
民
俗
資
料
を
活
か
し
た
高
島

の
文
化
の
継
承
を

そ
の
他
の
質
問

いちご農園はどうなる
２０年間の農地契約は

福井　節子 議員

事業地の状況
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問
出
産
に
よ
る
保
育
園
の
入
園
基

準
に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

妊
娠
・
出
産
の
場
合
、
分
娩
月

を
含
む
前
後
2
か
月
、
計
5
か

月
間
の
認
定
期
間
と
な
っ
て
お
り
、

1
日
の
利
用
可
能
時
間
は
11
時
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
下
の
お
子
さ
ん
の
出
産
に
よ
る

上
の
お
子
さ
ん
の
認
定
の
取
扱
い

に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

育
児
休
業
取
得
中
に
上
の
お
子

さ
ん
が
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
園

部
を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
育
児

休
業
の
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が

満
1
歳
に
な
る
月
の
月
末
ま
で
、

継
続
し
て
保
育
園
部
の
利
用
が
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
1
年
後
に
復

職
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
保
育

を
必
要
と
す
る
事
由
に
該
当
し
な

く
な
る
た
め
、
上
の
お
子
さ
ん
が

3
歳
児
以
上
に
在
籍
の
場
合
は
幼

稚
園
部
へ
認
定
替
え
と
な
り
ま
す
。

問
企
業
等
の
2
年
な
ど
の
育
児
休

業
に
合
わ
せ
た
育
児
休
暇
期
間
満

了
後
も
上
の
子
が
継
続
し
て
保
育

園
部
を
利
用
で
き
る
よ
う
な
緩
和

措
置
は
で
き
な
い
の
か
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

保
育
施
設
の
利
用
は
あ
く
ま
で

も
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
に
基

づ
き
利
用
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
待
機
児
童
も
発
生
し

て
お
り
、
2
年
や
3
年
の
育
児
休

暇
取
得
に
対
す
る
継
続
利
用
は
認

め
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
育
児

休
暇
取
得
の
状
況
の
多
様
化
や
国

に
よ
る
新
し
い
制
度
の
創
設
も
見

込
ま
れ
る
た
め
、
今
後
の
研
究
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
市
内
こ
ど
も
園
等
の
市
外
向
け

P
R
に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
が
、
S
N
S
を
活
用

し
た
特
色
あ
る
保
育
・
教
育
活
動

の
P
R
に
つ
い
て
は
、
私
立
園
の

ご
意
見
も
頂
戴
し
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は

保
育
士
緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し

て
私
立
園
の
P
R
経
費
の
補
助
も

実
施
し
て
お
り
、
活
用
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
「
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
：
は
ぐ
っ

と
ナ
ビ
た
か
し
ま
」
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

登
録
者
数
は
令
和
5
年
11
月

30
日
現
在
で
9
5
8
人
で
す
。

問
よ
り
必
要
な
方
に
情
報
が
届
く

よ
う
ア
プ
リ
の
説
明
や
通
知
機
能

に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
ど
も
未
来
部
長

例
え
ば
、
母
子
手
帳
交
付
の
際

に
ア
プ
リ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

ア
プ
リ
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
機
能
を

使
っ
て
子
育
て
に
関
す
る
最
新
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

高島市のこども園等の
現状と課題について

早川　浩德 議員

育
児
休
暇
期
間
満
了
後
も
上
の
子
が

育
児
休
暇
期
間
満
了
後
も
上
の
子
が

継
続
し
て
保
育
園
部
を
利
用
で
き
る

継
続
し
て
保
育
園
部
を
利
用
で
き
る

よ
う
な
緩
和
措
置
は
で
き
な
い
の
か

よ
う
な
緩
和
措
置
は
で
き
な
い
の
か

問
現
在
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
研
究
課
題�

と
認
識
し
て
い
ま
す

答
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問
本
当
に
概
算
払
い
に
瑕
疵
は
な

か
っ
た
の
か
。

答
農
林
水
産
部
長

高
島
市
補
助
金
等
交
付
規
則

第
15
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
手

続
き
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
瑕

疵
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
年

６
月
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
高
島
市

職
員
措
置
請
求
書
に
お
け
る
監
査

委
員
に
よ
る
監
査
結
果
に
お
い
て

も
、
補
助
金
の
概
算
払
い
を
含
む

補
助
金
交
付
に
係
る
一
連
の
事

務
は
、
法
令
や
規
則
に
基
づ
き
行

わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
違
法

ま
た
は
不
当
な
公
金
の
支
出
に
は

当
た
ら
な
い
と
判
断
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

問
現
在
、
提
起
し
て
い
る
返
還
訴
訟

に
係
る
進
展
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
総
務
部
長

11
月
26
日
に
大
津
地
方
裁
判
所

に
て
第
１
回
口
頭
弁
論
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
口
頭
弁
論

は
行
わ
れ
ず
、
現
在
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
「
書
面
に
よ
る
準
備
手
続

き
」
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

る
旨
、
訴
訟
代
理
人
弁
護
士
か
ら

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

問
高
島
市
職
員
措
置
請
求
に
係
る

監
査
結
果
に
お
い
て
、
監
査
委
員

か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
補
助
金
事
務

に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
再
点
検
に
つ
い
て
伺
う
。

答
総
務
部
長

今
回
の
事
案
を
踏
ま
え
、
市
の

予
算
執
行
に
際
し
て
全
て
の
概
算

払
い
の
お
お
よ
そ
４
０
０
件
を
超
え

る
項
目
を
チ
ェッ
ク
し
、
い
ず
れ
も

規
則
や
要
綱
等
に
基
づ
き
、
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
り
、
今
後
と
も
適
正
な
事
務

執
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
補
助
事
業
者
に
対
す
る
刑
事
告

訴
に
向
け
て
の
進
展
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

答
総
務
部
長

現
在
も
訴
訟
代
理
人
と
協
議

を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

詳
細
に
つ
い
て
の
答
弁
は
差
し
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
補
助
金
の
額
が
大
き
い
場
合
、

交
付
決
定
の
前
に
議
会
の
同
意
を

得
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

答
総
務
部
長

議
会
の
同
意
あ
る
い
は
議
会
の

議
決
に
つ
い
て
は
、
法
で
定
ま
っ
た

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

本
当
に
概
算
払
い
に
瑕
疵
は
な

本
当
に
概
算
払
い
に
瑕
疵
は
な

か
っ
た
の
か

か
っ
た
の
か

問
補
助
金
交
付
規
則
第
15
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
手
続
き
を
行
っ
た
も
の
で
、
瑕
疵
は
あ
り
ま

せ
ん

答

⃝
�

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
へ
向
け
た

新
た
な
地
域
振
興
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

農産物等輸出拡大施設整備事業
補助金３億７,３７５万円の

市費の支出は適正か

藤田　昭 議員
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令和 5 年 12 月定例会 議案審議結果一覧令和 5 年 12 月定例会 議案審議結果一覧（賛成全員分）（賛成全員分）
案 件 名 結　果

議
　
　
決

議第80号 財産の処分につき議決を求めることについて（市有地の譲与） 原案可決
議第81号 財産の処分につき議決を求めることについて（市有地の譲与） 原案可決

議第82号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市マキノ白谷温泉八王子荘）

原案可決「株式会社B.T.I.」を高島市マキノ白谷温泉八王子荘の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間:
令和6年4月1日から5年間）

議第83号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（大溝陣屋総門）

原案可決「大溝の水辺景観まちづくり協議会」を大溝陣屋総門の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間:
令和6年4月1日から5年間）

議第84号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市安曇川総合体育館）

原案可決「一般社団法人高島市スポーツ協会」を高島市安曇川総合体育館の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。（非公募
方式・指定期間:令和6年4月1日から5年間）

議第85号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市新旭体育館・高島市新旭武道館）

原案可決「一般社団法人高島市スポーツ協会」を高島市新旭体育館・高島市新旭武道館の指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。
（非公募方式・指定期間:令和6年4月1日から5年間）

議第86号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市マキノ林間スポーツセンター）

原案可決「NPO法人TSC」を高島市マキノ林間スポーツセンターの指定管理者に指定することについて、議会の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間:
令和6年4月1日から5年間）

議第87号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（高島市農林水産物直売・食材供給施設および処理加工施設）

原案可決「一般社団法人めいどいんマキノ」を高島市農林水産物直売・食材供給施設および処理加工施設の指定管理者に指定することについて、議会
の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間:令和6年4月1日から5年間）

条
　
　
例

議第90号 高島市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 原案可決
議第91号 高島市監査委員条例等の一部を改正する条例案 原案可決

議第92号
高島市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例案

原案可決重度心身障害者の医療費助成について、来年度から精神障害者保健福祉手帳所持者を助成の対象者として制度を拡充するため、所要の改正
を行うもの。

議第93号
高島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

原案可決全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の公布に伴い、出産時における国民健康保険
税の負担を軽減するため、所要の改正を行うもの。

議第94号
高島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律に基づき、専門的な知識経験を有する者、一定の期間に終了または業務量の増加が
見込まれる業務に任期を定めて職員を採用できるよう、所要の改正を行うもの。

議第96号 高島市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決

議第97号
高島市朽木生涯学習施設「ステーション・オアフ」の設置および管理に関する条例を廃止する条例案

原案可決高島市朽木生涯学習施設「ステーション・オアフ」について、青年団体や女性団体等の活動減少および公民館施設の整備により利用者が減少
していることから、本年度末をもって廃止するもの。

議第100号
高島市訪問看護ステーションを高島市病院事業に統合することに伴う関係条例の整備に関する条例案

原案可決高島市病院事業に高島市訪問看護ステーションを事業統合し、両事業の連携強化による医療と介護サービスの向上とともに、さらなる経営
の健全化、安定化を進めるため、令和6年4月1日から高島市訪問看護ステーションを高島市病院事業に組み入れることに伴い、所要の改正
を行うもの。

議第101号
高島市保健センターの設置および管理に関する条例の一部を改正する条例

原案可決マキノ健康福祉センターおよび新旭保健センターについて、地域の保健福祉施設の集約化を進めるため、本年度末をもって廃止することに伴い、
所要の改正を行うもの。

議第102号
高島市老人福祉センターの設置および管理に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決マキノ老人福祉センターについて、利用団体や利用者が減少していることから、中核施設である今津老人福祉センターに集約するため、本
年度末をもって廃止することに伴い、所要の改正を行うもの。

議第103号
高島市市民交流施設の設置および管理に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決今津西コミュニティセンターについて、施設の老朽化および利用者が減少していることから、今年度末をもって廃止することに伴い、所要
の改正を行うもの。

議第104号 高島市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例および高島市家庭的保育事業等の
設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 原案可決

議第106号 高島市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案 原案可決

予
　
算

議第107号 令和5年度高島市一般会計補正予算（第7号）案 原案可決
議第108号 令和5年度高島市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
議第109号 令和5年度高島市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
議第110号 令和5年度高島市訪問看護ステーション事業特別会計補正予算（第1号）1案 原案可決
議第112号 令和5年度高島市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）案 原案可決
議第113号 令和5年度高島市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
議第114号 令和5年度高島市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
議第115号 令和5年度高島市水道事業会計補正予算（第1号）案 原案可決
議第116号 令和5年度高島市下水道事業会計補正予算（第1号）案 原案可決
議第117号 令和5年度高島市病院事業会計補正予算（第2号）案 原案可決
議第118号 令和5年度高島市介護老人保健施設事業会計補正予算（第2号）案 原案可決

発議 発議第３号 高島市議会議員の請負の状況の公表に関する条例案 原案可決
決議 決議第11号 万木豊議員に対する議員辞職勧告決議 原案可決
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令和 5 年 12 月定例会 審議結果一覧令和 5 年 12 月定例会 審議結果一覧（退席および賛否が分かれた案件）（退席および賛否が分かれた案件）
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会 　 　 　 　 　 派 　 　 　 　 　 名 市民クラブ
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議第88号 高島市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する
条例案 ※1 原案可決 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

議第89号 高島市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する
条例案 ※1 原案可決 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● －

議第95号 高島市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議第98号
高島市高島歴史民俗資料館の設置等に関する条例を廃止する
条例案 ※1

原案可決 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 －
高島歴史民俗資料館について、機能移転による資料館施設の集約化
を進めるため、本年度末をもって廃止するもの。

議第99号
高島市郷土文化保存伝習施設の設置および管理に関する条例
の一部を改正する条例案 ※1

原案可決 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 －
朽木資料館について、機能移転による資料館施設の集約化を進める
ため、本年度末をもって廃止するもの。

議第105号

高島市立保育園および小規模保育園設置条例の一部を改正す
る条例案 ※1

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 －古賀保育園について、少子化等により入園児童数が減少している現状を踏
まえ、児童福祉法に基づく保育園を廃止し、乳児保育に特化した小規模保
育事業所として新たに設置するため、所要の改正を行うもの。

議第111号 令和5年度高島市一般会計補正予算（第8号）案 ※1 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議第119号 損害賠償の額を定め、和解することにつき議決を求める
ことについて ※1 原案可決 退

席〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議第120号 令和5年度高島市一般会計補正予算（第9号）案 ※1 原案可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議第121号 令和5年度高島市下水道事業会計補正予算（第2号）案 ※1 原案可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

決議第12号 是永宙副議長に対する問責決議 ※1, ※2 否決 ● ● ● 退
席● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 退

席〇 〇 ● ● －

決議第13号 髙木広和議長に対する問責決議 ※3, ※4 否決 ● ● ● － ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 退
席〇 〇 ● ● 退

席
※1 髙木広和議員は、議長のため採決に加わらない。	 ※3 髙木広和議員は、自己の一身上に関する案件のため退席し採決に加わらない。 
※2 是永宙議員は、自己の一身上に関する案件のため退席し採決に加わらない。	 ※4 是永宙議員は、副議長として議長職務代行のため採決に加わらない。 

我々議員は、市民から負託を受けた者として、その立場と職責の重さを深く自覚し、高い倫理観と見識をもっ
て、市政の発展と住民福祉の向上に努めなければならない。
高島市議会基本条例第4条では、議員の活動原則として議会の構成員として自己の資質を高めるとともに、市民

の代表者として市民福祉の向上を目指し活動するものとしている。
しかしながら、万木豊議員からの令和4年3月に中央省庁を視察した旨の虚偽報告書により、政務活動費を不正に
受け取った事実が明らかになり、本人もそれを認めている。
既に不正に受け取った政務活動費は返金されており、令和4年10月18日付けで市議会が行なった刑事告発につい

ても不起訴（起訴猶予）とはなったものの、これは市民に対する裏切り行為であるとともに市議会の信頼を失墜さ
せたものである。
また、万木豊議員は事情を周知するための記者会見での説明とそれに先立ち行われた議会への説明との間でも
齟齬が生じるなど、説明の信憑性もなく説明責任を果たそうという姿勢も見られない。
そのほかにも自身が代表を務めていた政治団体において、みなし解散中にもかかわらず、政治活動のための寄附
や支出があったことが発覚した。
これまでからもこれらを含めて度重なる不祥事を引き起こし、その度に多岐にわたる報道により、議会に対する
信頼の失墜をくり返し引き起こしている。こうしたことは起訴不起訴に関わらず大きな問題である。
このような経緯から、繰り返し辞職勧告決議が全会一致で可決されたにも関わらず無視し続ける万木豊議員は、
道義的責任を免れず議員としての資質が欠如していると言わざるを得ない。
よって、本市議会は万木豊議員に対して議員辞職勧告するものである。
以上、決議する。

以上の内容を12月定例会で可決し、決議しました。　

万木豊議員に対する議員辞職勧告決議万木豊議員に対する議員辞職勧告決議
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ミテミテ市議会

キテキテ市議会

本会議・予算常任委員会の模様をイン
ターネットでライブ配信（生中継）・録画配
信しています。スマートフォン・タブレット端
末からもご覧いただけます。　

高島市議会のホームページからアクセス
できますので、ぜひ一度、議会の様子をご
覧ください。

イインンタターーネネッットト中中継継をを
ご覧いただけますご覧いただけます！！

高島市議会

本会議・常任委員会は、
原則一般公開しています。
ぜひ、お気軽に傍聴にお越しください。
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令和6年  3月定例会
2
月21日 水 10：00 【本会議】3月定例会開会

3
月

5日 火 10：00 【本会議】一般質問（代表）

6日 水
10：00 【本会議】一般質問（個人）

7日 木

8日 金 10：00 総務常任委員会

11日 月 10：00 文教福祉常任委員会

13日 水 10：00 産業建設常任委員会

14日 木

10：00 予算常任委員会15日 金

18日 月

25日 月 10：00 【本会議】3月定例会閉会

上記日程は、変更する場合があります。

白鬚神社からの日の出を迎える
高島市のランドマークである白鬚神社の湖中鳥居から日の出を迎

えると、とても清々しい気持ちになります。
昨年は、コロナ禍が落ち着き、市民生活や社会経済活動が少しず

つ活気を取り戻した一年でした。世界平和と市民生活の平安を願う
とともに、今年はさらに明るい話題に満ち溢れ、本市にとってさら
なる飛躍の一年になることを大いに期待しています。

今年一年の市民の皆様のご健勝とご多幸を祈念いたします。

 （議会広報広聴委員会　山下 巧・藍原 章）

議会だよりに関するご意見・ご感想をお待ちしております。（議会事務局：25－8140）今回の表紙写真
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